
1929年、西有家町で発見されたもの。半円
柱形状（カマボコ型）で、碑文は日本最古の
ローマ字によって記され、国内のキリシタ
ン墓碑の中で唯一の国指定史跡の文化
財。島原半島各地では、このような墓碑が
多数、発見されている
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　島原半島南部を領有した有馬氏の居城、日野江城。1562年、
領内の口之津を貿易港として開くと、翌年、宣教師のアルメイ
ダが布教を開始。有馬義貞（義直）とその子晴信もキリシタン
大名となり、城下には教会が建てられ、日本初のセミナリヨ
（初等教育の神学校）が開校するなど、キリスト教文化が花開
きました。
　1595年に城に訪れた長崎在住のスペイン人アビラ・ヒロン
は、著書『日本王国記』の中で、絢爛豪華な城内の様子や手入れ
の行き届いた庭園、茶室があったことなどを称賛しています。
　その後、有馬氏に代わり、1616年に松倉重政が領主になる
と、新たに島原城を築くこととなり、日野江城は原城とともに
廃城となりました。現在は石垣や空堀などが確認できるだけ
ですが、発掘調査では、金箔瓦や海外から輸入された陶磁器な
ど、南蛮貿易を背景にした有馬氏の繁栄をうかがうことがで
きる遺物が見つかっています。

吉利支丹墓碑

キリシタン大名の栄華を伝える日野江城跡

日野江城は、自然の地形を利用して中世に築
かれた石積みの山城。二の丸などは16世紀に
特徴的な築城技術を用いて造られた

日野江城跡（国指定史跡）

キリスト教文化遺産群は、世界遺産候補
「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連
遺産」とともにキリスト教が日本でどのよ
うに伝わり、広まり、根付いていったかを
示す貴重な遺産です

虚空蔵山

【キリスト教文化遺産群】
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